
 

 

 

 

 

 

 

 極点図、逆極点図、ＯＤＦ図の等高線間隔 

 

 

 

 等高線の非等間隔と等高線色変更を等間隔等高線で実現 

 密度の手入力変更も可能に致しました。 

 

 等高線密度手入力変更が可能  等高線色変更が可能  等高線本数指定 

  

 

 

    ２０１７年１０月２８日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

概要 



 ＣＴＲソフトウエアの等高線は等間隔を前提に作成されている。 

   今回、密度の手入力、特定等高線の非表示を可能に致しました。 

   対象ソフトウエア 

  極点図 

   ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙ(1.10以降) 

   ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙＴＸＴ２（1.01以降） 

    （ＧＰＰｏｌｅＤｉｓｌｐａｙの表示部） 

  逆極点図 

    ＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙ(1.10以降)  

 ＩｎｖｅｒｓｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙ（1.20以降） 

    （ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙの表示部） 

  ＯＤＦ図 

   ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙ(1.36以降) 

  

 等高線色更と特性等高線レベル表示変更 

   ｍｙＣｏｌｏｒＣｈｏｏｓｅｒ（密度手入力出来ない） 

   ｍｙＣｏｌｏｒＣｈｏｏｓｅｒ０１（密度手入力対応） 

 

Ｃｏｌｏｒ選択部分 

 各種ソフトウエアの密度変更と色選択 

  密度手入力  選択色がＷｈｉｔｅは非選択状態です。 

   

  密度ステップ変更             ｓａｖｅ時のファイル名 

Ｃｏｌｏｒ選択色の初期化 



  

  

選択色のｓａｖｅとｌｏａｄ 

  

 ファイル名を入力してｓａｖｅする。 

  ホルダ変更は出来ません。 

  

 ｌｏａｄは決められたホルダからｃｏｌｏｒファイルをｌｏａｄする。 

等高線間隔の変更 

 間隔を入力しＳｅｔする。 

 



色の変更 

 

 

  

 変更を行う色を選択し、Color selectで色を選択、無選択（Ｗｈｉｔｅ）で 

 等高線が非表示になります。 

 

 等高線間隔を狭く指定して、等高線を非表示にする事で非等間隔等高線を実現しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



密度変更（手入力 ０．１ステップ） 

   

密度手入力の場合、密度が昇順でない場合、Ｅｒｒｏｒになります。 

 

 

 ２７を３０に変えてＯＫでは、バックグランドを赤く変えてＥｒｒｏｒを表示します。 

 手入力の場合、注意が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



極点図の非等間隔等高線（ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙ） 

 ＴＸＴ２ファイルを読み込み等高線表を表示します。 

 ＴＸＴ２ファイル 

  ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ１．５（２．０）処理結果 

  各種ＯＤＦの再計算極点図をＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅでＴＸＴ２ファイル変換 

  

  

  

 

 

この枠内をマウスクリック 

最初の使用では全てＷｈｉｔｅであるが 

次回からは前回の色を表示 

 

最初は初期化で色配置編集を行い 

ファイル名を入力しｓａｖｅしておく 



  

 極点図のＭａｘが４．８であるので、０．１間隔で表示 

  

 表示する等高線を 0.4,0.6,0.8,1.0,1.2,1.4,1.6,1.8,2.0,2.2,2.4,2.6,2.8,3.0,3.2,3.4,3.6,3.8,4.0,4.3,4.5 

 の表示 

 ＯＫでファイル作成 



  

 

同時に複数極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 



同様にＯＤＦ図の等高線表示 

 

 1.0,2.0,3.0,3.5,4,4.5,5,5.5,6,6.5,7,7.5を表示 

 

 

 

 

 

 

 

 



非等間隔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



逆極点図 

 逆極点の場合、GPInverseDisplayで逆極点図を表示します。  

  

 この領域をマウスクリック 

  



  

 1.0以上を 0.5間隔 

  

  

 



等高線本数の変更 

 最大本数は４０本、１０，２０，３０本は各ｉｎｉｔで設定できます。 

 例えば、２５本を指定する場合、ｉｎｐｕｔ ｎｕｍｂｅｒで指定します。 

 

  

  

 

  

  


